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lI．コンタクトポイント展開 ④牛乳パック  
【牛乳パック側面を活用したタイアップ展開】  

牛乳パックを活用した、大手・中小乳業メーカーとの  

タイアップを展開。  
POINT  
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善臣もヨ諌磨昏巨轟ぜン担展開 ⑨雑誌  

ターゲットメ丁イアである雑 では  

世代である中高生のためにIrマンガ広告」1を美玉  

キ＼ へ ノナイトへの誘導を目手 す  

‡I．コンタクトポイント展開 ⑥屋外でのサンプリング  
33   



ll鬱コンタクトポイント展開 ⑦学校  
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lI．コンタクトポイント展開⑦学校   

▲      ‾‾‾一   丁 ▼                 ヾ   



歴匿tヨン愛夕トポぜ≡纏展開 ⑧『大事予備校』  
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‖．酪農家などチャネルメンバ椰による活動  

浅  



38  

‖．酪農家などチャネルメンバーによる活動  

39   

‖．酪農家などチャネルメンバーによる活動  
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キャンペ、・・l・ンの基本構造 三溝祀朝自己増殖的展開）  
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●  

牛乳パック広告  

WEB・携帯サイト  
雑誌広告  

■  

予備校、カラオケ等での：  

展開  

テレビCM  

交通広告  

屋外広告  良二十＋、十 ＋＋十＋＋÷÷∴ナ  
ノ キャンペーンの   

自己増殖的な拡がり  

中高生をタ馴，ゲットに  
情緒的便益性と機能的便益性を統合化したコミュニケ岬ションを  
メディアとチャネルの選択、集中、開発（ク日スメディア戦略）により  
ターゲットのコンタクトポイントに即して立体化¢統合化苓横断化させ  
つつ、キヤンペ鮒ン牒自己増殖的に成長沓せ愚  
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・キャニ・・丁へ・・ン言君無官料紙潮   

⑨関東エリアでl＊．TVCMの投下量を減少させたにもかかわらず、認知は前回同   

様、高水準を維持。  
②新たにTVCMを集中投下した、関西・中京など準スポットエリアでは、10％以   
上、認知が向上。  
③テレビスポットを投下していないエリアにおいても、チャネルメンバーの取り組み   

等によりが50％の認知率。  

前々回●  
今回計  前回計   計  

（05年9  

月）   月）   

月）   

86．0  84．0  63．1   

63．6  66．1  49．9   

51，3  35．2  22．5   

77．2  

Il   
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エリアにかかわらず、キャンペーン認知者に高い印象度を与えた。  

F’まずはキャンペ‥ンに振り向いてもらう」状況は、狙い通りに作る  
ことができている√．  

今回  前回  前々  計  計  回計  （06年  （06年  （05年  8月）  2月）  9月）  79．1  84．7  783   
78．4  77．8  776   

80．0  74．3  833   

45  
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06年度キヤンペ仙ンで目指した新しいステ鵬ジ   

【母親が買う】  

●子供に飲用意向が  

ある 

●店舗でその情報を  

伝える。  
（店頭対策）  

【中高生が買う】  

●飲むことの意味を  

再確認。  

●領域②強化、チャ  
ネル対策の試行。  

、放課後）  

「飲用行動変容  

・購入促進」   

の領域   

「牛乳の理解醸成  

・飲用意向」  

の領域  
新課題  

「キャンペーン認知関心」  

の領域  

06年度キャンペーンの2つの重要な施策   

■課題1：実施エリアを拡大、その浸透状況に応じて戦略化   
■課題2：領域（／訝（商品回り）への施策の開発・試行  

‾‾‾‾‾‾‾■「 l  上関東三     し＿＿＿＿＿＿■  

領域③へ  

関西・中京・北海道・宮城   
広島・岡山／香川・福岡   

領域②へ  

l‾‾‾‾‾●‾■‾‾‾，  

：（その他）；  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  

領域   




